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「
平
成
二
十
三
年
度
神
奈
川
県
家
畜
保
健

衛
生
業
績
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
神
奈
川
県
家
畜
保

健
衛
生
業
績
発
表
会
を
平
成
二
十
四
年

一
月
十
二
日
（
木
）、
海
老
名
市
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し

た
。こ

の
発
表
会
は
、
家
畜
保
健
衛
生
所

が
日
常
業
務
で
得
た
業
績
を
広
く
発
表

し
、
討
議
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
今
後
の

業
務
推
進
の
一
助
と
す
る
目
的
で
開
催

す
る
も
の
で
、
今
年
で
五
十
三
回
を
数

え
ま
す
。

今
回
の
業
績
発
表
会
で
は
、
酪
農
・

肉
牛
関
係
二
題
、
養
豚
関
係
二
題
、
家

保
の
取
り
組
み
一
題
、
そ
の
他
四
題
の

合
計
九
題
の
業
績
が
発
表
さ
れ
、（
独
）

動
物
衛
生
研
究
所
の
中
村
上
席
研
究

員
、
県
畜
産
技
術
所
長
、
県
畜
産
課
長

に
よ
り
、
助
言
と
審
査
が
行
わ
れ
、
関

東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
家
畜
保
健
衛
生
業

績
発
表
会
へ
の
参
加
演
題
（
◎
）
が
選

出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
産
業
動
物

獣
医
学
会
関
東
地
区
大
会
（
○
）、
神

奈
川
県
獣
医
師
会
症
例
発
表
会
（
□
）

へ
の
参
加
演
題
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
家
畜

保
健
衛
生
業
績
発
表
会
へ
の
選
出
演
題

の
う
ち
一
題
は
五
・
六
番
の
演
題
を
一

題
に
ま
と
め
選
出
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

発
表
演
題
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

１

管
内
の
牛
ヨ
ー
ネ
病
検
査
と
患
畜

の
発
生
状
況
（
□
）

県
央
家
保

池
田

暁
史

２

公
共
牧
場
の
衛
生
検
査
見
直
し
に

よ
る
業
務
効
率
化

湘
南
家
保

池
田

知
美

３

と
畜
情
報
を
活
用
し
た
養
豚
農
家

指
導
（
◎
）県

央
家
保

山
本

和
明

平
成
二
十
年
度
か
ら
県
食
肉
衛
生
検

査
所
（
以
下
、
食
肉
衛
検
）
が
主
体
と

な
り
、
県
内
養
豚
農
家
か
ら
モ
デ
ル
農

場
を
選
定
し
、
豚
の
と
畜
検
査
で
得
ら

れ
た
情
報
を
家
保
が
解
析
し
、
農
場
で

の
衛
生
管
理
や
疾
病
発
生
予
防
等
に
活

用
す
る
取
組
み
を
開
始
し
た
。
当
所
管

内
モ
デ
ル
農
場
（
Ａ
農
場
）
で
は
、
平

成
二
十
二
年
四
月
〜
二
十
三
年
九
月
の

間
、
月
ご
と
の
肺
の
廃
棄
率
は
九
十
一

〜
百
％
、
肝
臓
は
四
〜
十
九
％
、
心
臓

は
二
〜
九
％
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
家
保

が
Ａ
農
場
で
最
も
肥
育
豚
の
発
育
阻
害

要
因
と
な
っ
て
い
る
肺
炎
に
つ
い
て
、

食
肉
衛
検
か
ら
肺
の
提
供
を
受
け
、
と

畜
検
査
で
は
確
認
し
き
れ
な
い
肺
炎
病

変
の
程
度
を
確
認
す
る
と
と
も
に
細
菌

検
査
を
実
施
し
、農
家
指
導
を
行
っ
た
。

ま
た
、
今
年
当
初
に
非
定
型
抗
酸
菌
症

が
発
生
し
腸
管
の
廃
棄
率
が
一
時
八
十

％
に
上
っ
た
が
、
と
畜
情
報
を
も
と
に

指
導
を
行
い
終
息
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
Ａ
農
場
で
は
、
今
回
の
取
組
み
に

よ
り
衛
生
意
識
が
向
上
し
、
安
全
な
豚

肉
の
供
給
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
と
畜

検
査
で
届
出
伝
染
病
等
が
疑
わ
れ
た
場

合
は
全
て
直
ち
に
家
保
に
連
絡
が
く
る

よ
う
に
な
り
、
当
所
管
内
の
農
家
指
導

が
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と
畜
情
報
の
活
用
は
今
後
モ
デ
ル
農
場

を
拡
大
し
、
畜
産
農
家
の
衛
生
管
理
や

生
産
性
の
向
上
を
図
り
、
よ
り
安
全
な

食
肉
の
供
給
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

４

飼
育
動
物
診
療
施
設
に
お
け
る
獣

医
療
法
の
遵
守
に
向
け
た
取
り
組
み

湘
南
家
保

森
村

裕
之

５

夏
期
の
停
電
を
想
定
し
た
飼
養
実

態
調
査
（
◎
）

県
央
家
保

廣
田

一
郎

家
保
は
夏
期
の
停
電
を
想
定
し
、
出

張
所
管
内
（
以
下
、
管
内
）
の
全
農
場

を
対
象
に
飼
養
実
態
調
査
及
び
暑
熱
対

策
指
導
を
巡
回
で
実
施
し
た
。
調
査
内

容
は
、
計
画
停
電
の
有
無
、
発
電
機
の

保
有
、
停
電
時
の
水
の
確
保
等
で
あ
っ

た
。
調
査
の
結
果
、
計
画
停
電
は
四
十

五
％
の
農
場
に
及
ん
で
い
た
。
発
電
機

の
保
有
は
震
災
前
は
四
十
一
％
で
あ
っ

た
が
、
計
画
停
電
実
施
後
五
戸
の
農
場

が
購
入
し
た
。
一
方
、
今
後
も
発
電
機

を
用
い
ず
作
業
時
間
の
変
更
等
の
工
夫

で
対
応
す
る
と
い
う
農
場
が
あ
っ
た
。

停
電
時
の
水
の
確
保
は
水
道
利
用
、
発

電
機
で
の
揚
水
等
で
確
保
す
る
農
場
と

三
間
程
度
な
ら
問
題
な
し
と
す
る
農
場

が
あ
り
対
応
が
分
か
れ
た
。
暑
熱
対
策

は
各
家
畜
共
通
で
扇
風
機
等
に
よ
る
送

風
が
最
も
多
く
ミ
ス
ト
と
の
組
合
せ
事

例
も
あ
っ
た
。
ま
た
給
餌
の
時
間
帯
や

回
数
等
で
工
夫
す
る
農
場
も
あ
っ
た
。

畜
種
別
で
は
、
牛
は
扇
風
機
の
増
設
や

重
曹
を
飼
料
添
加
で
用
い
る
な
ど
調
子

の
悪
い
個
体
へ
の
個
別
対
応
が
み
ら
れ

た
。
豚
は
散
水
等
、
水
を
利
用
し
た
対

策
が
多
く
、
鶏
は
飲
水
保
冷
も
兼
ね
て

樋
へ
水
を
流
す
な
ど
畜
種
に
よ
り
特
徴

が
み
ら
れ
た
。
ま
た
様
々
な
対
策
の
組

合
せ
や
独
自
の
工
夫
を
行
う
農
場
も

あ
っ
た
。
家
保
は
、
エ
コ
暑
熱
対
策
と

し
て
植
物
の
利
用
や
氷
解
滴
下
等
の
事

例
と
と
も
に
他
の
家
畜
で
の
対
策
も
紹

介
し
、各
農
場
に
適
し
た
対
策
の
取
込
・

応
用
を
提
案
し
た
。
今
回
、
夏
期
の
停

電
を
想
定
し
た
対
応
に
つ
い
て
多
く
の

有
用
な
知
見
が
得
ら
れ
た
。
今
後
も
こ

れ
ら
の
知
見
を
元
に
情
報
提
供
を
行
い

農
家
が
実
情
に
合
わ
せ
て
具
体
的
な
対

策
を
選
択
で
き
る
様
、
助
言
指
導
し
て

い
き
た
い
。

６

エ
コ
暑
熱
対
策
へ
の
取
り
組
み

（
◎
）

県
央
家
保

藤
澤

知
枝

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
影
響
に
よ
り

節
電
が
求
め
ら
れ
る
中
、
横
浜
市
に
お

い
て
、
市
・
農
協
・
県
農
事
・
普
及
・

家
保
が
連
携
し
、
電
気
に
頼
ら
な
い
暑

熱
対
策
を
テ
ー
マ
に
農
場
を
巡
回
、一
、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
、
二
、
冷
凍
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
活
用
し
た
ド
リ
ッ
プ
ク
ー

リ
ン
グ
、
三
、
畜
舎
屋
根
へ
の
石
灰
塗

布
を
推
進
し
た
。
一
は
巡
回
時
に
市
が

苗
を
用
意
し
希
望
し
た
農
場
へ
配
布
、

西
日
対
策
等
に
活
用
。
二
は
当
所
が
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
提
案
、
牛
・
豚

へ
の
取
り
組
み
を
開
始
。
し
か
し
三
は

①
畜
舎
屋
根
の
老
朽
化
に
よ
り
屋
根
に

上
が
っ
て
の
作
業
が
難
し
い
②
石
灰
塗

布
の
た
め
の
動
力
噴
霧
器
を
所
持
し
て

い
な
い
③
家
族
経
営
で
作
業
者
の
確
保

が
難
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
取
り
組

む
農
場
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
課
題
の
解
決
に
向
け
一
養
豚
場
に
お

い
て
石
灰
の
塗
布
方
法
を
検
討
、
併
せ

て
塗
布
一
週
間
後
、
一
、
二
、
三
、
四
ヶ

月
後
の
付
着
状
況
を
確
認
。
ま
た
屋
根

及
び
塗
布
前
後
の
豚
舎
内
温
度
を
測
定

し
比
較
し
た
。
結
果
①
屋
根
の
梁
に

沿
っ
て
板
を
渡
し
そ
の
上
で
作
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
破
損
を
防
止
、
ま
た
長

柄
を
付
け
た
ロ
ー
ラ
ー
で
屋
根
に
上
が

ら
ず
塗
布
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。

②
塗
布
は
ロ
ー
ラ
ー
・
洗
車
ブ
ラ
シ
な

ど
で
効
率
的
に
作
業
が
で
き
た
。
③
塗

布
に
要
し
た
時
間
は
、
九
㎡
あ
た
り
一

人
で
約
四
十
分
だ
っ
た
。
ま
た
石
灰
は

丁
寧
に
塗
布
す
れ
ば
四
ヶ
月
後
も
剥
が

れ
る
事
な
く
付
着
、
耐
久
性
に
問
題
は

な
か
っ
た
。温
度
は
ス
レ
ー
ト
屋
根（
内

側
板
張
り
）
で
約
四
℃
、
豚
舎
内
で
約

一
℃
低
下
。
今
後
も
各
農
場
に
即
し
た

暑
熱
対
策
に
つ
い
て
、
畜
舎
構
造
に
よ

る
効
果
の
違
い
、
労
力
や
機
材
の
制
約

等
い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
ふ
ま
え
な
が
ら

生
産
者
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

７

消
費
者
に
向
け
た
家
畜
保
健
衛
生

所
の
ア
プ
ロ
ー
チ

県
央
家
保

田
村

み
ず
穂

８

管
内
一
養
豚
場
で
確
認
さ
れ
た
豚

皮
膚
炎
腎
症
症
候
群
（
Ｐ
Ｄ
Ｎ
Ｓ
）

（
◎
）

湘
南
家
保

平
野

幸
子

平
成
二
十
三
年
十
一
月
、
管
内
の
一

貫
経
営
養
豚
場
（
繁
殖
雌
豚
三
百
六
十

頭
）
に
お
い
て
、
日
齢
の
異
な
る
肥
育

豚
の
体
表
に
赤
紫
色
斑
や
痂
皮
等
の
皮

膚
病
変
が
認
め
ら
れ
、
Ｐ
Ｄ
Ｎ
Ｓ
を
疑

い
病
性
鑑
定
を
実
施
し
た
。
当
該
農
場

で
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
体
表

に
赤
紫
色
斑
が
認
め
ら
れ
る
発
育
不
良

の
肥
育
豚
が
散
発
的
に
発
生
し
て
い

た
。
病
性
鑑
定
は
百
八
十
日
齢
、
去
勢

の
肥
育
豚
一
頭
に
つ
い
て
、
常
法
に
従

い
ウ
イ
ル
ス
学
的
検
査
、
細
菌
学
的
検

査
及
び
病
理
組
織
学
的
検
査
等
を
実
施

し
た
。
外
貌
は
発
育
不
良
で
、
全
身
の

皮
膚
に
主
に
一
㎝
以
下
の
不
定
形
の
赤

紫
色
斑
な
い
し
丘
疹
が
多
数
み
ら
れ
、

一
部
痂
皮
を
認
め
た
。
耳
翼
お
よ
び
臀

部
か
ら
後
肢
で
は
融
合
し
た
赤
紫
色
斑

が
み
ら
れ
、
一
部
黒
褐
色
を
呈
し
て
い

た
。
剖
検
所
見
で
は
、
全
身
の
リ
ン
パ

節
腫
大
、
腎
臓
の
腫
大
お
よ
び
点
状
出

血
等
が
認
め
ら
れ
た
。
ウ
イ
ル
ス
学
的

検
査
で
は
鼠
径
、
浅
頸
及
び
肺
門
リ
ン

パ
節
、
肺
、
扁
桃
か
ら
豚
サ
ー
コ
ウ
イ

ル
ス
２
型
（
Ｐ
Ｃ
Ｖ
２
）
特
異
遺
伝
子

が
検
出
さ
れ
、
遺
伝
子
型
はG

eno-

type2b ～
2e

と
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、

豚
繁
殖
・
呼
吸
障
害
症
候
群
（
Ｐ
Ｒ
Ｒ

Ｓ
）
ウ
イ
ル
ス
特
異
遺
伝
子
に
つ
い
て

は
陰
性
、
豚
コ
レ
ラ
は
Ｆ
Ａ
法
で
陰
性

で
あ
っ
た
。
細
菌
学
的
検
査
で
は
有
意

な
菌
は
分
離
さ
れ
な
か
っ
た
。
病
理
組

織
学
的
検
査
で
は
、
出
血
性
壊
死
性
皮

膚
炎
、
線
維
素
性
糸
球
体
腎
炎
、
脾
臓

に
お
い
て
壊
死
性
血
管
炎
、
肺
門
、
鼠

径
、
腸
間
膜
リ
ン
パ
節
に
お
い
て
軽
度

か
ら
中
程
度
の
リ
ン
パ
球
減
数
お
よ
び

多
核
巨
細
胞
が
確
認
さ
れ
た
。
以
上
の

結
果
か
ら
本
症
例
を
Ｐ
Ｄ
Ｎ
Ｓ
と
診
断

し
た
。

９

遺
伝
子
の
塩
基
配
列
の
解
析
に
よ

り
分
離
菌
の
同
定
・
確
認
を
行
っ
た

病
性
鑑
定
例
（
○
）

県
央
家
保

小
菅

千
恵
子

以
上
、発
表
内
容
に
興
味
が
あ
る
方
、

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
各
家
畜
保
健

衛
生
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
）

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

〜
乳
用
種
に
生
産
者
補
給
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
〜

平
成
二
十
三
年
度
第
３
四
半
期
（
二

十
三
年
十
〜
十
二
月
）
の
指
定
肉
用
子

牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買
価
格

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

黒
毛
和
種

三
九
七
、
九
〇
〇
円

交
雑
種

二
二
七
、
三
〇
〇
円

乳
用
種

八
九
、
二
〇
〇
円

乳
用
種
は
保
証
基
準
価
格（
一
一
六
、

〇
〇
〇
円
）
を
下
回
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
差
額
、
二
六
、
八
〇
〇
円
の
生
産

者
補
給
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
は
保
証
基
準
価

格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共
に
上
回
っ

て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給
金
の
交
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」
に
つ
い

て
、
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（（
社
）
神
奈
川
県
肉
用
子
牛
価
格
安

定
基
金
協
会
）

新
マ
ル
キ
ン
事
業

『
平
成
二
十
三
年
第
３
四
半
期

（
十
一
月
販
売
分
）
の
補
て
ん
金
単
価
』

◎
肥
育
牛
補
填
金
単
価
（
平
均
粗
収
益

と
平
均
生
産
費
の
差
額
の
八
割
）

肉
専
用
種

六
二
、
三
〇
〇
円

交
雑
種

一
七
〇
、
六
〇
〇
円

乳
用
種

九
七
、
七
〇
〇
円

★
補
て
ん
金
交
付
日

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

（
経
営
指
導
部

倉
迫
）

寒
さ
に

お
肌
に

そ
し
て

介
護
い
ら
ず
に
は

乳
肉
卵
を

連
日
近
年
に
な
い
寒
さ
が
続
き
ま

す
。
昨
年
の
震
災
か
ら
一
〇
ヵ
月
が
経

過
し
、被
災
地
の
雪
景
色
が
放
映
さ
れ
、

さ
ぞ
寒
さ
厳
し
い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

暖
房
用
の
灯
油
や
防
寒
着
等
は
調
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
暖
か
い
食
べ
物

も
食
べ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
寒
く

な
る
と
暖
か
い
鍋
料
理
等
が
ほ
し
く
な

り
、
酷
暑
の
夏
に
好
ま
れ
た
牛
乳
の
消

費
は
急
減
。
学
校
給
食
定
番
の
牛
乳
の

飲
み
残
し
は
、
夏
は
五
％
だ
っ
た
の
が

冬
に
は
一
五
％
に
も
な
る
と
か
。
小
学

生
の
カ
ル
シ
ウ
ム
必
要
摂
取
量
は
六
七

〇
㎎
程
度
だ
そ
う
で
す
が
、
牛
乳
二
〇

〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
に
二
二
七
㎎
の
カ
ル

シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
お
り
、
も
し
牛
乳

だ
け
で
カ
ル
シ
ウ
ム
を
と
る
な
ら
ば
六

〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
も
飲
ま
な
け
れ
ば

足
り
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
骨

格
は
一
〇
代
の
前
半
に
完
成
し
ま
す
の

で
、
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
投
手
の
よ
う
な
体

格
に
な
る
に
は
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

牛
乳
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ね
。
骨
の
発
育
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の

寒
さ
か
ら
皮
膚
を
守
る
の
に
も
動
物
性

タ
ン
パ
ク
が
必
要
で
す
。
新
聞
雑
誌
等

の
広
告
欄
に「
美
し
い
お
肌
の
た
め
に
」

飲
む
コ
ラ
ー
ゲ
ン
、
食
べ
る
コ
ラ
ー
ゲ

ン
商
品
が
宣
伝
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ

ラ
ー
ゲ
ン
は
皮
膚
、
骨
、
軟
骨
、
腱
な

ど
の
結
合
組
織
の
主
成
分
で
、
タ
ン
パ

ク
質
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

タ
ン
パ
ク
質
が
口
か
ら
入
る
と
、
腸

管
か
ら
ア
ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
れ
て
消
化

吸
収
さ
れ
、
各
部
に
送
り
込
ま
れ
組
織

形
成
さ
れ
ま
す
。

だ
か
ら
、
飲
み
込
ん
だ
コ
ラ
ー
ゲ
ン

が
そ
の
ま
ま
体
内
に
運
び
込
ま
れ
て
お

肌
を
潤
す
な
ん
て
こ
と
は
ね
ー
の
さ
。

高
い
金
出
し
て
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ん
て
薬

ま
が
い
の
物
を
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す

る
よ
り
も
乳
、
肉
、
卵＝

良
質
の
動
物

性
タ
ン
パ
ク
を
美
味
し
く
食
べ
る
方
が

効
果
的
さ
。
ま
し
て
や
「
お
肌
に
潤
い

を
」
な
ん
て
皮
膚
に
塗
っ
て
皮
膚
か
ら
い
わ

吸
収
さ
せ
よ
う
な
ん
て
何
を
か
況
ん

や
。
皮
膚
が
タ
ン
パ
ク
質
を
吸
収
す
る

わ
け
ね
ー
だ
ろ
う
が
。
こ
ん
な
薬
も
ど

や
か
ら

き
を
宣
伝
販
売
す
る
輩
が
来
た
ら
コ

ラ
ー
っ
て
ゲ
ン
コ
を
く
れ
て
や
れ
。

育
ち
盛
り
の
子
供
た
ち
に
牛
乳
を
、

お
肌
の
荒
れ
が
気
に
な
る
ご
婦
人
に
も

牛
乳
を
、
毎
晩
焼
酎
や
ウ
イ
ス
キ
ー
を

飲
む
飲
兵
衛
に
は
水
割
り
、お
湯
割
り
、

お
茶
割
り
で
は
な
く
、牛
乳
割
り＝

「
カ

ク
テ
ル

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
」
を
お
奨
め

で
す
。つ
ま
み
は
も
ち
ろ
ん
肉
と
卵
さ
。

五
〇
過
ぎ
た
ら
粗
食
は
や
め
て
、
低
栄

養
で
介
護
を
う
け
る
よ
う
な
事
が
無
い

よ
う
に
気
を
付
け
給
え
。
（
忠
九
朗
）

新
む
ら
す
ず
め
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原
発
賠
償
対
策
の
最
近
の
動
き

去
る
一
月
二
十
七
日
、
中
央
農
業
会

館
で
Ｊ
Ａ
原
発
事
故
損
害
賠
償
対
策
県

協
議
会
第
七
回
幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
は
東
電
も
出
席
し
、
昨

年
十
一
月
に
提
出
し
た
「
風
評
被
害
に

伴
う
肉
牛
の
損
害
報
告
書
」
に
対
す
る

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
結
果
か
ら
述
べ

ま
す
と
、
請
求
に
対
し
ゼ
ロ
回
答
で
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
①
神
奈
川
県
牛
肉

の
出
荷
制
限
指
示
等
の
状
況
…
出
荷
制

限
指
示
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料

が
示
さ
れ
た
。
②
神
奈
川
産
牛
肉
か
ら

の
暫
定
許
容
値
を
超
え
る
放
射
性
物
質

の
検
出
状
況
…
不
検
出
結
果
の
み
を
示

す
資
料
が
示
さ
れ
た
。
③
神
奈
川
県
内

へ
の
暫
定
許
容
値
を
超
え
た
放
射
性
物

質
に
汚
染
さ
れ
た
稲
わ
ら
の
流
通
状
況

…
該
当
す
る
汚
染
稲
わ
ら
の
流
通
は
な

か
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
神
奈
川
県
か
ら
の

風
評
被
害
賠
償
請
求
は
、
東
電
の
賠
償

の
対
象
と
な
る
風
評
被
害
に
あ
た
ら
な

い
。」
と
い
う
こ
と
か
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
と
お
り
と
の
回
答
。
そ
の
後
、

①
本
県
産
牛
肉
に
出
荷
制
限
指
示
は
な

か
っ
た
が
、
風
評
被
害
は
実
際
に
あ
っ

た
こ
と
。
②
東
電
か
ら
示
さ
れ
た
資
料

で
は
、
放
射
性
物
質
が
全
て
不
検
出
だ

が
、
基
準
値
以
下
で
あ
る
が
検
出
は
さ

れ
て
お
り
、
資
料
に
公
平
性
を
欠
く
こ

と
。
③
汚
染
稲
わ
ら
の
流
通
は
な
か
っ

た
が
、
汚
染
牛
肉
は
東
京
都
か
ら
県
内

に
流
通
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
横

浜
市
が
学
校
給
食
で
牛
肉
を
使
用
中
止

し
た
こ
と
は
、
買
い
控
え
の
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
流
通
が
停
滞

し
た
こ
と
で
生
産
者
は
出
荷
延
期
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
等
を
説
明
し
ま
し

た
。今

回
の
回
答
を
踏
ま
え
協
議
会
で
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
牛
肉
部
会
を

設
置
し
て
対
応
を
協
議
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
構
成
員
は
、
生
産
者
代
表
、

県
畜
産
会
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
、
全
農
か
な

が
わ
の
予
定
で
す
。

東
電
は
、
本
県
の
風
評
被
害
に
つ
い

て
は
賠
償
の
対
象
で
は
な
い
と
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
被
害
が
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て

賠
償
対
策
を
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

（
県
畜
産
会
専
務
理
事

丹
波
）

本
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

二
期
作
の
経
済
性
の
検
討

畜
産
技
術
所
で
は
、
平
成
二
十
一
年

度
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
期
作（
以
下
、

二
期
作
）
の
実
用
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
ま
で
の
研
究
結
果
か
ら
、
本
県
に

お
い
て
も
二
期
作
は
可
能
で
あ
り
、
従

来
本
県
を
含
む
温
暖
地
で
最
も
土
地
生

産
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
ー
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
二
毛

作
（
以
下
、
二
毛
作
）
よ
り
土
地
生
産

性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
栽
培
体
系
と
し
て
１
作
目

に
Ｒ
Ｍ
１
０
０
か
ら
１
１
０
の
極
早
生

品
種
を
四
月
十
日
頃
ま
で
に
播
種
、
七

月
下
旬
か
ら
八
月
初
旬
に
収
穫
し
、
２

作
目
に
Ｒ
Ｍ
１
２
５
か
ら
１
３
５
の
中

生
か
ら
晩
生
品
種
を
八
月
七
日
頃
ま
で

に
播
種
し
十
一
月
下
旬
に
収
穫
す
る
こ

と
を
提
案
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
酪
農
家
が
二
期
作
を
導
入

す
る
た
め
の
目
安
と
し
て
、
土
地
生
産

性
、
生
産
費
、
経
済
性
に
つ
い
て
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
単
作
（
以
下
、
単
作
）
及
び

二
毛
作
と
比
較
し
て
検
討
し
ま
し
た
。

土
地
生
産
性
の
比
較

平
成
二
十
一
年
か
ら
二
十
三
年
ま
で

の
三
年
間
、
四
月
、
五
月
及
び
八
月
播

種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ

グ
ラ
ス
の
収
量
調
査
を
し
ま
し
た
。

四
月
播
種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
四
月

上
旬
に
播
種
し
て
八
月
上
旬
ま
で
に
収

穫
し
た
Ｒ
Ｍ
１
０
０
か
ら
１
１
０
ま
で

の
品
種
の
収
量
と
し
ま
し
た
。
五
月
播

種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
五
月
上
中
旬
に

播
種
し
て
八
月
中
下
旬
に
収
穫
し
た
Ｒ

Ｍ
１
１
５
か
ら
１
２
５
の
県
奨
励
品
種

の
収
量
、八
月
播
種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、

八
月
上
旬
に
播
種

し
て
十
一
月
下
旬

か
ら
十
二
月
上
旬

ま
で
に
収
穫
し
た

Ｒ
Ｍ
１
２
５
か
ら

二
期
作
専
用
ま
で

の
品
種
の
収
量
と

し
ま
し
た
。
イ
タ

リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ

ス
は
、
十
月
上
旬

に
播
種
し
て
翌
年
四
月
下
旬
に
収
穫
し

た
短
期
利
用
型
品
種
の
一
番
草
の
収
量

と
し
ま
し
た
。

栽
培
体
系
別
の
収
量
は
、
こ
れ
ら
の

収
量
を
組
合
せ
ま
し
た
。
単
作
は
五
月

播
種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
量
、
二
毛
作

は
五
月
播
種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
イ
タ
リ

ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
を
加
え
た
収
量
、
二

期
作
は
四
月
及
び
八
月
播
種
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
合
計
の
収
量
と
な
り
ま
す
。

１０
ａ
当
た
り
の
生
草
収
量
は
、
単
作
で

は
６
、４
３
０
㎏
、
二
毛
作
で
は

１
１
、１
２
０
㎏
、
二
期
作
で
は

１
１
、４
６
０
㎏
で
し
た
。
乾
物
収
量

は
、
単
作
で
は
１
、９
０
０
㎏
、
二
毛

作
で
は
２
、７
７
０
㎏
、
二
期
作
で
は

３
、４
１
０
㎏
で
し
た
。
Ｔ
Ｄ
Ｎ
収
量

は
、
単
作
で
は
１
、３
２
０
㎏
、
二
毛

作
で
は
１
、８
５
０
㎏
、
二
期
作
で
は

２
、４
０
０
㎏
で
し
た
。
二
期
作
を
単

作
と
比
較
し
た
場
合
で
は
生
草
、乾
物
、

Ｔ
Ｄ
Ｎ
収
量
と
も
に
８０
％
多
収
と
な

り
、
二
毛
作
と
比
較
し
た
場
合
で
は
生

草
収
量
は
ほ
ぼ
同
じ
で
し
た
が
、
乾
物

収
量
は
２５
％
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
収
量
は
３０
％
多

収
と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

生
産
費
の
比
較

生
産
資
材
は
、
畜
産
技
術
所
の
通
常

の
栽
培
方
法
か
ら
必
要
資
材
を
算
出
し

ま
し
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
必
要

な
種
子
、
肥
料
、
除
草
剤
等
の
農
薬
及

び
軽
油
等
の
燃
料
の
１０
ａ
当
た
り
の
資

材
費
は
、
播
種
期
に
か
か
わ
ら
ず

１
２
、０
５
０
円
で
し
た
。
イ
タ
リ
ア

ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
栽
培
に
必
要
な
種

子
、
肥
料
及
び
燃
料
の
１０
ａ
当
た
り
の

費
用
は
、
６
、４
０
０
円
で
し
た
。

サ
イ
レ
ー
ジ
の
調
製
は
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
は
細
断
型
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
、
イ
タ

リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
直
径
１
０
０
㎝

の
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
を
利
用
し
た
場
合
の

費
用
と
し
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
一
個
当
た

り
の
費
用
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は

６
５
５
円
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

で
は
５
１
０
円
で
し
た
。
ロ
ー
ル
ベ
ー

ル
の
資
材
費
は
、
収
量
に
比
例
し
て
増

減
し
、
ロ
ー
ル
一
個
当
た
り
の
乾
物
量

を
ど
ち
ら
も
１
０
０
㎏
と
し
て
そ
の
費

用
を
算
出
す
る
と
、
１０
ａ
当
た
り
の
費

用
は
、
四
月
播
種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は

１
２
、６
１
０
円
、
五
月
播
種
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
で
は
１
２
、４
１
０
円
、
八
月

播
種
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
は
９
、６
７
０

円
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
で
は

４
、３
２
０
円
で
し
た
。

栽
培
と
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製
の
費
用
を

合
わ
せ
た
１０
ａ
当
た
り
の
生
産
資
材
費

は
、
単
作
で
は
２
４
、４
６
０
円
、
二

毛
作
で
は
３
５
、１
８
０
円
、
二
期
作

で
は
４
６
、３
８
０
円
で
し
た
。（
表
１
）

収
量
と
資
材
費
か
ら
求
め
た
１
㎏
当

た
り
の
生
産
費
は
、
単
作
で
は
生
草
が

３
・
８
円
、
乾
物
が
１２
・
９
円
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ

が
１８
・
５
円
、
二
毛
作
で
は
生
草
が
３
・

２
円
、
乾
物
が
１２
・
８
円
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
が

１９
・
０
円
、
二
期
作
で
は
生
草
が
４
・
０

円
、
乾
物
が
１３
・
６
円
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
が
１９
・

３
円
で
し
た
。（
表
２
）

経
済
性
の
検
討

搾
乳
頭
数
が
３０
頭
、
飼
料
畑
面
積
が

１
７
０
ａ
の
場
合
を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

し
て
、
単
作
、
二
毛
作
及
び
二
期
作
の

そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
つ
い
て
飼
料
費
を

試
算
し
ま
し
た
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
の

自
給
飼
料
の
生
産
量
は
、
単
作
で
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ
レ
ー
ジ
が
１
１
０

ｔ
、
二
毛
作
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ

レ
ー
ジ
が
１
１
０
ｔ
、
イ
タ
リ
ア
ン
グ

ラ
ス
サ
イ
レ
ー
ジ
（
乾
物
率
５０
％
）
が

２９
ｔ
、
二
期
作
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ

イ
レ
ー
ジ
が
１
９
５
ｔ
で
し
た
。

飼
料
費
の
試
算
の
た
め
の
搾
乳
牛
の

給
与
飼
料
に
つ
い
て
、体
重
６
０
０
㎏
、

日
産
乳
量
３０
㎏
の
場
合
の
設
計
を
表
３

に
示
し
ま
し
た
。

単
作
で
は
、
自
給
飼
料
の
生
産
量
か

ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ
レ
ー
ジ
を
一
日

一
頭
当
た
り
１０
㎏
給
与
す
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
、
そ
の
他
に
配
合
飼
料
１１
㎏

と
乾
草
１０
㎏
、
ビ
ー
ト
パ
ル
プ
２
㎏
を

給
与
し
、
一
日
一
頭
当
た
り
飼
料
費
は

１
、２
４
２
円
で
し
た
。

二
毛
作
で
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
グ
ラ
ス

サ
イ
レ
ー
ジ
６
㎏
を
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス

乾
草
３
㎏
に
置
き
換
え
て
給
与
し
、
一

日
一
頭
当
た
り
飼
料
費
は
１
、１
５
７

円
で
し
た
。
し
か
し
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

の
場
合
で
は
イ
タ
リ
ア
ン
グ
ラ
ス
サ
イ

レ
ー
ジ
は
５
・
３
ヶ
月
分
の
生
産
量
で

通
年
給
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
残
り
の
６
・
７
ヶ
月
は
単

作
と
同
じ
給
与
と
な
り
ま
す
。

二
期
作
で
は
、
自
給
飼
料
の
生
産
量

が
増
加
し
た
た
め
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
サ
イ

レ
ー
ジ
を
一
日
一
頭
当
た
り
１７
㎏
給
与

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
単
作
と
比
べ
て
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

サ
イ
レ
ー
ジ
の
給
与
量
を
７
㎏
増
加
し

た
こ
と
に
よ
り
、
配
合
飼
料
及
び
チ
モ

シ
ー
乾
草
の
給
与
量
を
各
１
㎏
減
ら
す

こ
と
が
で
き
、
一
日
一
頭
当
た
り
の
飼

料
費
は
１
、１
６
３
円
で
し
た
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
は
、
搾
乳
牛
の
年

間

飼

料

費

は
、
単

作

で

は

１
３
、６
０
０
、０
０
０
円
、
二
毛
作
で

は
１
３
、１
８
９
、０
０
０
円
、
二
期
作

で
は
１
２
、７
３
５
、０
０
０
円
と
な

り
、
二
期
作
は
単
作
と
比
べ
て

８
６
５
、０
０
０
円
、
二
毛
作
と
比
べ

て
４
５
４
、０
０
０
円
の
飼
料
費
を
低

減
で
き
ま
し
た
。（
表
４
）

こ
の
よ
う
に
、
二
期
作
は
、
単
作
や

二
毛
作
と
比
べ
て
生
産
費
は
多
く
な
り

ま
す
が
、
土
地
生
産
性
に
優
れ
、
自
給

飼
料
の
給
与
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り

飼
料
費
の
低
減
に
つ
な
が
り
、
経
済
性

に
も
優
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
検
討
で
は
、
自
給
飼
料
を
増

産
す
る
こ
と
が
飼
料
費
の
低
減
に
つ
な

が
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
本
県
に
お

け
る
二
期
作
に
つ
い
て
も
デ
ー
タ
が
蓄

積
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

二
期
作
が
可
能
な
地
域
で
は
自
給
飼
料

の
増
産
に
最
も
有
効
な
栽
培
体
系
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
二
期
作
の
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
個
々
の
事
情
に
あ
わ
せ
て

技
術
協
力
や
情
報
提
供
が
可
能
な
の

で
、
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
畜
産
技

術
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
技
術
所

企
画
研
究
課

折
原

健
太
郎
）

家家

保保

だだ

よよ

りり

「
寒
い
時
期
の
浄
化
槽
管
理
」

気
温
の
低
い
こ
の
時
期
は
、
浄
化
槽

の
管
理
に
苦
労
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
元
々
、
活
性
汚
泥
は
、
ば
っ

気
量
、
ば
っ
気
槽
に
入
る
汚
水
の
量
や

濃
度
、
汚
泥
の
量
、
水
温
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
、
日
々
変
化
す
る
気
紛
れ
屋

さ
ん
で
す
。

こ
れ
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

き
れ
い
な
処
理
水
を
維
持
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。
家
畜

を
飼
い
、
良
質
な
畜
産
物
を
生
産
す
る

こ
と
が
、
素
人
に
は
難
し
い
こ
と
と
同

じ
で
す
。
し
か
し
、
管
理
を
プ
ロ
に
任

せ
て
は
、
経
費
が
か
か
り
す
ぎ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
、こ
の
時
期
の
浄
化
槽
管
理
、

特
に
活
性
汚
泥
を
正
常
な
状
態
に
保
つ

た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
今
一
度

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

①
十
分
な
ば
っ
気
量
の
確
保

汚
濁
物
質
量
に
あ
っ
た
酸
素
量
を
供

給
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
回
分
式
や

間
欠
ば
っ
気
の
場
合
は
、
送
気
量
に
加

え
て
送
気
時
間
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
ば
っ
気
槽
内
が
十
分
に
攪

拌
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

②
適
切
な
汚
濁
物
質
の
量
と
質

汚
水
量
や
汚
水
濃
度
が
過
剰
と
な
っ

て
も
不
足
し
て
も
だ
め
で
す
。
こ
の
時

期
は
活
性
汚
泥
の
活
動
が
鈍
い
た
め
、

一
時
処
理
等
を
き
ち
ん
と
行
い
、
汚
濁

物
資
を
減
量
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
バ
ー
ン
ク
リ
ー
ナ
ー
や
ス
ク

レ
ー
パ
ー
な
ど
の
ふ
ん
尿
分
離
機
の
清

掃
を
マ
メ
に
実
施
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
家
畜
の
飼
養
頭
数
の

大
き
な
増
減
を
し
な
い
こ
と
も
一
つ
の

注
意
点
で
す
。

③
適
切
な
活
性
汚
泥
量
の
確
保

こ
れ
も
酸
素
量
と
同
じ
で
、
過
剰
で

も
不
足
し
て
も
だ
め
で
す
。
活
性
汚
泥

の
活
動
が
鈍
い
の
で
、
意
図
的
に
過
剰

に
し
て
い
る
施
設
、
逆
に
、
寒
さ
で
死

滅
し
て
、
殆
ど
な
い
施
設
も
多
く
み
ら

れ
ま
す
。
過
剰
な
施
設
は
、
余
剰
汚
泥

を
き
ち
ん
と
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。
汚

泥
が
死
滅
し
て
、み
ら
れ
な
い
施
設
は
、

ほ
か
の
施
設
か
ら
も
ら
う
な
ど
の
対
策

が
必
要
で
す
。

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所

荒
井
）

表１ 栽培体系別の１０a 当たりの資材費
二期作
７，６００
５，０００
４，３００
７，２００
２２，２８０
４６，３８０

単位は円

二毛作
５，６００
３，５００
２，１５０
７，２００
１６，７３０
３５，１８０

単作
３，８００
２，５００
２，１５０
３，６００
１２，４１０
２４，４６０

種類
種子
肥料
農薬
燃料

ロールベール
合計

表２ 栽培体系による生産費の比較
二期作
４．０
１３．６
１９．３

単位は円／kg

二毛作
３．２
１２．８
１９．０

単作
３．８
１２．９
１８．５

種類
生草
乾物
TDN

表３ 体重６００kg、日産乳量３０kg の飼料給与設計
給与量（kg）

二期作
１７
－
１０
２
３
４
２

５４：４６
２２．７
１１５
１０７
１，１６３

１）トウモロコシサイレージの単価は、単作及び二毛作は３．８円／kg、二期作は４．０円／kg
２）二毛作のイタリアングラスサイレージ給与可能期間は５．３ヶ月で、他は単作と同じ

二毛作２）

１０
６
１１
３
－
４
２

５０：５０
２２．７
１２２
１０８
１，１５７

単作
１０
－
１１
３
３
４
２

５０：５０
２２．６
１１７
１０７
１，２４２

単価（円／kg）

６．３
６０．０
４９．０
４１．０
４６．０
４５．０

円／頭・日

トウモロコシサイレージ１）

イタリアングラスサイレージ
配合飼料（１８－７４）
チモシー乾草
スーダングラス乾草
アルファルファ乾草
ビートパルプ
粗濃比
乾物給与量
CP 充足率
TDN 充足率
飼料費

表４ 作付け体系による年間飼料費比較
二期作
１２，７３５，０００

１２，７３５，０００
－８６５，０００
－４５４，０００

二毛作
７，５９４，０００
５，５９５，０００
１３，１８９，０００
－４１１，０００

単作
１３，６００，０００

１３，６００，０００

通常
イタリアンサイレージ利用
年間飼料費（円）
対単作飼料費（円）
対二毛作飼料費（円）

図１ 栽培体系による土地生産性の比較
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